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門高通信 
～令和２年度 第８号～ 

ふるさとに未来の種を蒔こう 石川県立門前高等学校 

11/5 ジュビリー・カトリック中等学校（パプアニューギニア）との交流 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により海外研修が今年度はできませんでしたが、ZOOM を使用しパプアニューギ

ニアのジュビリー・カトリック中等学校とお互いに住んでいる地域、伝統文化、日常生活を紹介し合いました。講演会では

二人の講師の方から国際貢献への熱い思いを学ぶことができました。ジュビリー・カトリック中等学校の皆さん、講師の

杉山竜一様、雨宮身佳様、お忙しい中、本当にありがとうございました。 

  将来を考える機会～キャリア教育   

 さまざまな分野で活躍されている方々を講師として招き、その業種の魅力・将来について知っておくべきこと等を講演していただきました。ご

協力してくださった皆さん、本当にありがとうございました。 

10/23 建設業に関する出前講座 10/26 クリエイティブ 国際化の推進 

 

10/31 クリエイティブ 恵寿総合病院 

 

 

 

11/13 金融教育 

 

11/6 介護福祉の魅力伝道師  

 

本校では、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、

校内の消毒を実施しています。しかし、その際に使用す

る「ウエス(拭き取り用の布)」が足りていない状況です。

もし、ご自宅に不要な衣類・タオル等(洗濯済)がありま

したら、寄付していただけますと、大変助かります。 

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 



 

下宿先募集中！ 

門前高校では、地元中学生数の減少を見据え、今後は他地域

からも広く生徒を募集しなければならないと考えています。

そのためには、生徒を受け入れる下宿先が必要となります。

そこで、門前高校としては、町内下宿先マップ等を作成した

いと思います。 

来年４月から直ぐにという訳ではなく、今後、門高生を下宿

させて頂けるという方は、下記の門前高校までご連絡下さい。 
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12月の予定 

1日（火） 交通安全指導 
3日（木） 2学期期末考査（～8日） 
8日（火） 年賀状の作成 
9日（水） 共通テスト演習開始 
12日（土） 駿台プレ共通テスト① 
13日（日） 駿台プレ共通テスト② 
14日（月） 門高読書タイム（～18日） 
15日（火） 中高合同スポーツ交流会 

交通安全指導 
18日（金） そばの進呈 
23日（水） 2学期終業式・大掃除 
24日（木） 保護者懇談会（～25日） 

冬季補習 (全学年～28日) 
28日 (月)  先輩と語る会(1,2年) 

ソフトボール部 

 1回戦 

門前・飯田 4 － 0 寺井・七尾東雲 

準々決勝 

門前・飯田 1 － 6 津幡 

バレーボール部 

 1回戦 

門前  0 － 2 金沢西 

 

卓球部 

 

〈団体〉  

男子 

2回戦 門前     0 － 3 金沢商業 

〈個人〉 

1回戦                       

男子 

山崎 0 － 3 金沢錦丘             

嵐  不戦勝                    

角江 0 － 3 金沢市立工業         

亀岡 3 － 0 金大付属            

女子 

角江 0 － 3 大聖寺 

2回戦 

         男子 

米   1 － 3 金沢学院 

嵐   0 － 3 星稜 

亀岡  0 － 3 宝達 

高橋  0 － 3 金沢龍谷 

         女子 

    中本 0 － 3 金沢錦丘 

新人大会結果報告 

「常に前進」 

今年は、何と言っても新型コロナウイルスの影響により、いろいろな学校行事が制限され、多くの活動が中止や縮小され

ている。 

ここで求められるのは、出来ることを最大限に行う、また新しいことに挑戦することである。 

これが無ければ出来ないというのではなく、こうすれば出来る、ここまでは出来る、こんなに出来ると考える。また、行わ

れなかったことで、その分の時間ができるのだから、その時間を、別のことに当てたり、新しいことに当てたりすることができ

ると考える。 

さて、本田技研工業創業者の本田宗一郎さんが苦境に立たされたとき、「私に残された道はただ一つ、ただしゃにむに前

進あるのみ」と言ったそうです。その前進を支えるため、パートナーの藤沢武夫さんは、理屈ではなく、これまでの長い下積

み生活や経験則に立ち、「他人に迷惑をかけない」「相手の立場に立つ」「長期的にものを見る」ということをしたそうです。 

 ここで注目すべきは「長い下積み生活や経験則」ではないでしょうか。やるべきときにやるべきことをしっかりと積み重ね、

ここぞというときに正直に実行することではないでしょうか。 
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